
学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日 時： 平成２３年４月５日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

発 表 事 項 

１．新しい理事が就任 

２．東日本大震災における山形大学の対応Ⅱ 

３．東日本大震災復興活動のための「スマイル・トレード 10％」を提案 

４．東日本大震災被災者の皆さんの「はやぶさ」観覧を可能に！ 

５．ＤＶＤで「やってみよう！理科実験」 

お 知 ら せ 

１．小白川キャンパス『トワイライト開放講座』（前期開講分） 

２．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので延期を決定したイベント 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日 時：平成２３年４月１９日（火） １１：００～１１：３０ 

場 所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階）
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平成２３年４月５日 

山 形 大 学 

新しい理事が就任 

○ 河 
かわ 

田 
た 

純 
すみ 

男 
お 

（前任） 

兵庫県立西宮病院病院長就任のため退任 

○ 深 
ふか 

尾 
お 

彰 
あきら 

（新任） 

研究、評価担当 

経 歴 

昭和５７年１月 東北大学医学部助手 

昭和６１年４月 日本電信電話株式会社宮城支社 

平成 元年４月 東北大学医学部助教授 

平成 ８年６月 山形大学医学部教授 

平成１６年４月 山形大学評議員（～平成２０年３月） 

平成２０年４月 山形大学医学部副学部長（～平成２３年３月） 

平成２３年４月 国立大学法人山形大学理事 

※ 任 期 ： 平成２３年４月１日～平成２３年８月３１日 

（お問い合わせ） 

山形大学総務部総務課 

TEL：０２３－６２８－４００６
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平成２３年４月５日 

山 形 大 学 

東日本大震災における山形大学の対応Ⅱ 

○安否確認状況 
別紙のとおり 

○卒業生に対する学長告辞 
本来ならば、学位記等授与式の際に、学長から卒業生に対してのはなむけの 

言葉となる学長告辞を、３月２８日に大学のホームページに掲載いたしました。 
別紙を参照願います。 

○授業料免除願書受付期間の延長 
平成２３年度前期分授業料免除の受付期間を以下のとおり延長します。 

【在学生及び大学院生】 
震災による交通事情等でこの期間に提出できない方は，受付期間を４月２０ 

日（水）まで延長します。（ただし、土・日・祝日を除く。） 

【学部新入生】 
学部新入生の受付は、下記のとおり変更いたします。 

日時：４月２１日（木）・４月２２日（金）９：００～１６：３０ 
場所：基盤教育１号館１階 学生用多目的室 
※４月７日（木）・４月８日（金）の受付は中止いたします。 

○オリエンテーション 

【人文学部】 
「新入生歓迎の会・オリエンテーション」として実施いたします。 

日時：平成２３年４月２０日（水） 
９：００～ 新入生歓迎の会（普段着でお越しください。） 
９：３０～ 学生生活オリエンテーション 

場所：基盤教育２号館２階 
※会場の大きさの関係上、会場には新入生の方のみ入場。 

【地域教育文化学部】 
「入学行事・新入生オリエンテーション」として実施いたします。 

日時：平成２３年４月１９日（火）１３：００～（１４：００終了予定） 
場所：基盤教育２号館２２１教室 （２階） 
※会場の大きさの関係上、会場には新入生の方のみ入場。 

保護者の方には控え室を準備いたします。



【理学部】 
・学部新入生の方を対象に下記のとおり開催します。 

日時：平成２３年４月１９日(火)１３：３０～ 
場所：理学部先端科学実験棟４階 Ｓ４０１大講義室 
※学部新入生のみ対象です。保護者の方の参加はご遠慮願います。 

・大学院新入生の方を対象に下記のとおり開催します。 
期日：平成２３年４月２２日(金) 
場所：理学部１号館１階１２番講義室 
開始時間：大学院博士前期課程新入生 １０：１５～ 
開始時間：大学院博士後期課程新入生 １１：１５～ 
※大学院新入生のみ対象です。保護者の方の参加はご遠慮願います。 

【工学部】 
別紙のとおり 

【農学部】 
・学生生活オリエンテーション 

日時：平成２３年４月２０日（水）１０：３０～１１：５５ 
・新入生オリエンテーション 

日時：平成２３年４月２１日（木） ９：００～１１：３０ 

※医学部については、詳細が決まり次第、お知らせいたします。 

○授業の開始 
・学部新入生の授業は、４月２５日（月）から開始する予定です。 

※工学部フレックスコースは、４月２２日（金）から開始します。 

・２年生以上の専門教育の授業は、２週間遅れて開始します。 
ただし、地域教育文化学部は、当初の予定どおり４月１１日から授業を開 

始します。 
また、医学部は、４月中は授業を行いません。授業再開については、改め 

てお知らせします。 

○山形大学の支援状況 
別紙のとおり 

（お問い合わせ） 
山形大学総務部広報ユニット 
TEL：０２３－６２８－４００５





平 成 ２ ２ 年 度 卒 業 生 に 対 す る 告 辞 

このたび 、山形大学で学士 の学位を 取得されました１，７６１名の 皆様、山形大 

学大学院で 修士の学位を取得 されました ４４０名の 皆様、博士の学位 を取得されま 

した４６名 の皆様、 そして、 養護教諭特別別科を修了されました４２ 名の皆様 、 誠 

におめでとうございます。 

保護者の 皆様にとりまして も、ご子息 、ご息女を 社会に送 り出すに 至ったこれま 

での長い年月のことを考えますと、そのお喜びはいかばかりかと拝察 を申し上 げま 

す。

去る３月 １１日に 東北地方 を襲った 地震と津波は 、未曾有 の被害をもたらしまし 

た。被災された数多 くの皆様方に 、心からお悔やみとお見舞 いを申し上げます。 

現在、本学に在籍 する９， ２９８名 の 学生の安否 の確認に 全力を挙 げているとこ 

ろですが、 これまでに、１名 の学生が 犠牲となられたことが 判明いたしました 。 本 

学で学び、 これから 社会で活躍する道半 ばで亡くなられたことは、誠 に残念で 言葉 

もありませ ん。衷心 より哀悼 の意を表 します。また 、ご家族 の無念さは察するに 余 

りあります。心からお悔やみを申 し上げます。 

山形大学 の学生が 震災の犠牲になったことを、本学の学生及び教職員の全員 が 心 

に刻み、残された我 々 に今何が出来るかを考えなければなりません。 

今回の大震災は、 第２次世界大戦後 の 最悪の惨事 であり、 国家的な 危機でありま 

す。当面の 被災者の 救助から 将来の復興 まで、多方面で膨大 な努力が 必要です 。 ま 

さに日本人 の思いやりと助け 合いの心 が 試されています。今回の震災 を経ても 、 山 

形大学の機能はしっかりと維持されています。この 危機を乗 り越えていくために 、 

山形大学としてできることは 全て実施 していく覚悟 でいます 。特に、 被災した 学生 

の皆様に対 しては、 山形大学 として可能 な限りの救援と支援 の手をさしのべていく 

つもりです。 

２１世紀 に入り、 はや、１０年が経 ちました。日本は、総人口が減少に転じ 、 高 

齢化が進んでいく社会となりました。 落 ち着きのある、成熟 した社会 に向かってい 

るのだと思 っています。価値観の重点 も 、ハードなものから ソフトなものへ、 モノ 

からこころへと移ってきているように感 じています。 

卒業生の 皆様は、 山形市、 米沢市及 び 鶴岡市のキャンパス で大学生活をすごされ 

て、社会に巣立っていくことになりました 。山形に住む人々 は、優しくて信心深く、 

伝統的な文化を守りながら、 精神性の 高 い生活を営 んでいます。このような人 々  に 

囲まれ、美 しい自然環境に恵 まれた山形 は、大学生 が勉学に 打ち込み 、思索にふけ 

るには、絶好の場所 だと思っています 。 皆様は、この地でどのような 大学生活 を 送 

られたので しょうか 。ここでなければ 得 られない、 貴重な体験や経験 をされたので 

はないかと思います 。山形大学での学生生活が、皆様のかけがえのない 財産となり、



これからの人生を豊 かで、潤いのあるものにしてくれることを確信しています。 

これからもしも、 皆様が困難に突き 当 たって、どうしたらよいか分 からないよう 

な時があれば、ぜひ 、キャンパスに戻 ってきてください。母校の先生方は、必 ず 、 

親身になってご相談 に乗るつもりでおりますし、皆様が学生時代をすごした街 は 、 

皆様をやさしく癒してくれるはずです。 

皆様は、 山形大学 で教養教育と、それぞれの専攻分野の専門教育を 受けられまし 

た。山形大学で学ばれたことは、皆様 がこれから生涯を通して学んでいくための 基 

礎・基本であると考 えています。つまり 、人類が長年かけて 築き上げてきた知識 や 

知恵の全体 の姿、「 知の体系 」がどうなっているかを理解し 、それを 習得するため 

にはどのよ うに学習 をすればよいかを 学 ばれ、さらには、その「知の 体系」を 拡大 

・発展させていくためにはどのように 調査や研究をすればよいのかを 経験されまし 

た。これを 出発点として、さらにご精進 し、一生涯 、学び続 けていってもらいたい 

と思います。 

私のこれまでの人生を振り 返ってみると、人生とは、結局 は他人とのかかわり 合 

いであり、 助け合いであるということを 強く感じます。実社会においては、どんな 

職業に就くにしても 、多くの 人と揉まれ 合い、その 中で、相手から信用してもらえ 

る人間関係 を築いていくこと が必要不可欠です。そのためには、周りの人から 信頼 

され、尊敬 される「 人格」を 磨いていくことがなによりも大事なことだと痛感 して 

います。皆様が山形大学での 生活を通 して身につけられた「 教養」と 「常識」 を 基 

盤にして、 これからの人生の 長い道のりにおいて、「人格」 をさらにりっぱなもの 

に鍛え、高めていってもらいたいと願っています。 

もう一つ、皆様のこれから の人生において、大事なことがあります 。それは 、「健 

やかな体作 り」です 。健康な 体と体力 がなければ、 学ぶ意欲 も続きませんし、 働 き 

続けることも難しくなります。 

どうぞ、 社会人となってからは、バランスの良い 食事をし 、睡眠をしっかりと 確 

保し、適度なスポーツと運動を続 けて、 自らの健康管理に努 めていって下 さい。 

今回の大震災で受 けた被害 は甚大であり、復旧・ 復興まで 、多大な 時間とエネル 

ギーが必要 です。これからの 日本の復興 ・発展は、 皆様一人一人の肩 に掛かってい 

ると言っても過言ではありません。山形大学の卒業生である 誇りと自覚を持って 、 

皆様がそれぞれの分野で力を 尽くし、 立派に貢献されることを心から 祈念いたしま 

して、私からのはなむけの言葉といたします。 

平成２３年３月２８ 日 

山形大学長 結城章夫



工学部・大学院理工学研究科オリエンテーションの予定 

【１年生（新入生） 昼間コース】 

４月１９日（火）１５：００～ 事務手続き（小白川キャンパス） 

１５：００～ 保護者会 （小白川キャンパス） 

【１年生（新入生）システム創生工学科】 

４月１９日（火）１０：３０～ 事務手続き（米沢キャンパス中示範Ｃ教室） 

１０：４０～ 保護者会 （米沢キャンパス ２１４教室） 

【２年生 昼間コース】 

４月２０日（水） ９：３０～ 全体及び学科別オリエンテーション 

【３年生 編入学生】 

４月２０日（水）１６：３０～ 全体及び学科別オリエンテーション 

【理工学研究科 大学院博士前期課程 工学系】 

４月２１日（木）１０：００～ 専攻別オリエンテーション 

（ものづくり技術経営学 ４月２３日（土）１６：００～） 

【理工学研究科 大学院博士後期課程 工学系】 

４月２１日（木）１５：００～ 専攻別オリエンテーション (１１２教室)



支　援　概　要 

（学生）

　ボランティア活動 
避難所等において、支援物資の運搬、仕分け作業、避難者名簿の作成等　（人文、理、農 
学部） 

津波被害にあった家屋の泥出し、清掃等　（人文学部） 

街頭での募金活動　（農学部） 

山形大学理学部・農学部おにぎりプロジェクト～お米一合基金～を実施　（理、農学部） 
山形市総合スポーツセンターに、８日～１５日の間おにぎりを提供。 
卒業生から使用しない家電や家具を回収し、被災者の方に無料で提供するリユース活動 
（工学部） 

（教員）

　地域教育文化学部 
山形県栄養士会からの要請を受け、栄養指導のため教員（管理栄養士）を避難所（山形市 
総合スポーツセンター）に派遣。 
山形県臨床心理士会からの要請を受け、心理的支援のため教員（心理学担当）を避難所 
（山形市総合スポーツセンター）に派遣。 
教員（心理学担当）が、多賀城市教育委員会と連携し、子ども及び小･中学校教師に対す 
る心理的ケア及び助言を実施。 
東北大学の学生及び院生、一般市民と共同で、宮城県社会福祉協議会における、防災科 
学技術研究所「eコミマップ」（防災ウェブGIS）の運営に関する支援を実施。 

国・地方自治体・学会との共同で歴史的建築の被害調査を行う予定。

　理学部 山形県からの要請を受け、県内産農畜産物等の放射性物質検査を実施。 

教員と学生ボランティアが避難所で、理科実験講座を開催する予定。

　医学部・附属病院 
山形大学ＤＭＡＴ（医師１名、看護師２名、事務２名）を災害援助活動のため仙台医療セン 
ターへ派遣。 

宮城県警からの要請を受け、ご遺体の身元確認のため歯科医師を派遣。 

宮城県警からの要請を受け、災害時検案支援医師の委嘱により、教員（法医学講座、１ 
名）を派遣。 
山形県からの要請を受け、避難所（県体育館）での医療支援を行うため医師（４名による当 
番制）、看護学科教員と看護師（各１名による当番制）を派遣中。 
山形県からの要請を受け、被災者への医療救護班に医師（１名）を派遣し、気仙沼市での 
医療救護活動を行う予定。

　工学部 米沢市に対し、放射線量測定データを提供。（１日に９回測定） 

（物資等の支援）

　医学部・附属病院 
東北大学附属病院に対し、医薬品及び非常食等を支援。（非常食６００食、飲料水５００ 
本、おにぎり２５０個、その他チョコレート、バナナ、ビスケットなど） 
東北大学附属病院に対し、医療機材の滅菌受け入れの支援を実施（１６日～２２日、１日２ 
～３回、各コンテナ４０～５０個分） 

山形県に対し、放射線線量計２台を貸出し。

　山形大学、農学部 
山形大学、農学部附属やまがたフィールド科学センターから、東北大学に対し、合わせて 
米１．５トン、ジュース４０本などを提供。 

山形大学の支援状況





プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年４月５日 

山 形 大 学 

東 日 本 大 震 災 復 興 支 援 の た め の 
「 ス マ イ ル ・ ト レ ー ド 10％ 」 を 提 案 

東日本大震災という未曾有の災害に際し、山形大学と東北芸術工科大学の 

教員等が、新しい東北を創出するために「スマイル・トレード１０％」を 

提案します。 

この活動は、大学による新しい社会貢献のカタチとして実施されるものです。 

○「スマイル・トレード１０％」とは 
日常の仕事や生活の１０％のリソースを復興活動に充てることを目標にするキャンペ 

ーンであり、多くの人が、無理なく、長く続けられるサポート体制を目指します。 

○「スマイル・トレード１０％」の具体的取組例 
１．「ソーシャル・マッチング・システム」の開発 

①ボランティア・リソース・マッチング・システム（for People） 
日常の時間の中からボランティア活動に使える時間を登録し、 人材が足りないボラ 

ンティア活動とマッチングをして活動に参加できるようにするシステムをＮＰＯと 

協働して構築し、広く社会に開放します。 
②ビジネス・コラボレーション・システム（for Business） 

東北圏内の経済活動を支援するために、「分かち合い」を基盤としたビジネスマッ 
チング・システムを山形県中小企業家同友会と協働して構築し、広く経済界で活用で 
きるように開放します。 

２．大学での取組例 
①学生ボランティア活動の支援 

「ポスト３１１」の時代に東北で学ぶ意義を復興活動に生かすため、学生がボラ 
ンティア活動をすることを大学として積極的に支援します。 

②協賛企業等への支援 
「スマイル・トレード１０％」の基本コンセプトに賛同いただいた企業等に活動 

導入施策をサポートするサービスを提供します。 

３．「東北未来塾」の開講 
今だからこそ、この東北の地から未来の日本を創り上げるための「東北未来塾」を 

開講します。これまでの日常の延長線上ではなく、新しい東北を創出するための地と 
知を構築し、新しい生活スタイルと産業を提案し、未来を担う人材を育成します。 

「東北未来塾」は、山形駅前の「ゆうキャンパス・ステーション」等で広く市民・ 
NPO・中小企業向けに開講するほか、被災地での現地支援にも積極的に取り組みます。 

（お問い合わせ） 
エンロールメント・マネジメント室 教授 平尾 清 
ＴＥＬ：０２３（６２８）４８６６















プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年４月５日 

山 形 大 学 

東日本大震災被災者の皆さんの「はやぶさ」観覧を可能に！ 

避難所での不安な生活を余儀なくされている被災者の方々に 

避難所とはやぶさ展示会場の往復バスを提供します。 

山形大学と「大学コンソーシアムやまがた」は、山形市教育委員会と共催する 
『小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示 in 山形』を、山形市総合スポーツ 

センターに避難されている方々に、送迎のバスを準備し観覧をプレゼントします。 

日 時：平成２３年４月８日（金） 
１０：１５～、１４：００～、１６：００～ 

経 路：山形市総合スポーツセンター ⇔ 山形市中央公民館（アズ七日町） 
定 員：各回６０名乗り大型バスを３往復（６０名×３台＝１８０名） 

平成１５年５月９日の打ち上げから平成２２年６月１３日の帰還まで、60億㎞ 

７年間の旅を終えた「はやぶさ」から、元気をもらってもらえたらうれしいです。 

なお、展示に先立ち、６日（水）１８：００～１９：００の予定で、報道機関 
等の皆さまを対象に事前内覧会を開催します。 

※小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル展示 in 山形 〔詳 しくは、別 添 の資料をご覧 下さい。〕 

日 時：平成２３年４月７日（木）～１０日（日）１０：００～１９：００ 

場 所：山形市中央公民館 ４階 大会議室（アズ七日町） 

入場料は無料ですが、整理券が必要です。 

主 催：山形市教育委員会 

共 催：『んだ！「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト 

（七日町商店街振興組合、山形市中央公民館、山形県産業科学館、山形県立 

博物館、山形大学、山形大学理学部、NPO法人 小さな天文学者の会など） 

協 賛：山形スリーエム株式会社 

（お問い合わせ） 
山形大学総務部広報室 

TEL：０２３－６２８－４００５ 

小惑星探査機







プ レ ス 発 表 資 料 

平成２３年４月５日 

山 形 大 学 

ＤＶＤで「やってみよう！理科実験」 

小・中・高等学校の理科教育に貢献する「やまがた未来科学 
プロジェクト」が家庭で簡単にできる理科実験ＤＶＤを無料 
で配布します。 

「やまがた未来科学プロジェクト」では、学内や県内の高等教育機関や研究機 

関等の実験講座のテキストを集め、学生らが実際に実験を行い、統一フォーマッ 

トで実験の手引書を作成しました。身近なものを使って遊ぶなかで、科学に興味 

を持つきっかけにして欲しいという思いで、家庭で簡単にできる理科実験を六つ 

選びＤＶＤを作成しました。 

収録内容 

１．スライムを作ろう 

２．スライムボールを作ろう（スライムがスーパーボールに変身！？） 

３．はずむシャボン玉で遊ぼう 

４．手作りブーメラン 

５．発泡入浴剤で遊ぼう 

６．プラスチック板キーホルダー 

ＤＶＤには、映像のほか、実験材料や手順を詳しく説明したＰＤＦも収録して 

います。保護者の方の手引きとして利用できます。 

小学校や学童保育などで、このＤＶＤを活用いただくことで子どもたちに「な 

ぜ？」「どうして？」「おもしろい！」など、小さな興味が芽生えることを願っ 

て無料で配布いたします。 

ＤＶＤは５００枚作成し、山形県内小学校、県内理科教育センター、総合博物 

館・科学館・自然館、天文台・プラネタリウム、市内学童保育クラブなど３９０ 

カ所に配布しております。 

（お問い合わせ） 

山形大学ＳＣＩＴＡセンター 

TEL：０２３－６２８－４５０６ 

おもしゃいぞ



プレス通知資料 （概 要） 

平成２ ３年 ４月 ５日 

山 形 大 学 

１．小白川キャンパス『トワイライト開放講座』（前期開講分） 

（概要） 小白川キャンパスにある人文学部、地域教育文化学部及び理学部が開講している 

授業科目を高校生の皆さんにも「トワイライト開放講座」として、広く開放いたし 

ます。この機会に、山形大学キャンパスで大学生と一緒にさまざまな講義を体験し 

てみましょう。 

【人文学部】 

講義内容：「人間文化入門総合講義」「総合講座Ⅱ（法律）」 

日 時：４月～７月の毎週木曜日 １６：３０～１８：００ 

【地域教育文化学部】 

講義内容：「生物資源とバイオ」 

日 時：４月～７月の毎週木曜日 １６：３０～１８：００ 

【理学部】 

講義内容：「サイエンスセミナー」 

日 時：４月～７月の毎週金曜日 １６：３０～１８：００ 

対 象：高校生（理学部の授業科目は一般の方にも開放します。） 

受 講 料：無 料 

〔 詳しくは、http://www-sci.yamagata-u.ac.jp/twilight.html をご覧下さい。〕 

問い合わせ：山形大学地域教育文化学部 学務担当 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４３０９ 

２．これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので延期を決定したイベント 

○講演会『「はやぶさ」が運んでくれたもの、そして、「はやぶさ２」へ』 

～太陽系誕生の歴史に迫る～ 

同時上映映画：Hayabusa --Back to the Earth -- 

日 時：平成２３年４月２３日（土）１３：３０～１６：４５ 

場 所：遊学館大ホール 

講 師：吉川 真 (JAXA 准教授)(はやぶさプロジェクトサイエンティスト、 

はやぶさ２プリプロジェクトマネージャー） 

問い合わせ：『んだ！「はやぶさ」見に行がんなね』プロジェクト 

（プロジェクト代表：柴田晋平 山形大学理学部 教授） 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４５５２


